
「北海道生物の多様性の保全等に関する条例」において	
 

ニジマスを指定外来種に選定しないことを求める署名活動趣意書	
 

 
 
 
北海道におけるニジマスは、スポーツフィッシングの対象魚として人気が高く、

道内外の多くの釣り人に喜びを与えています。しかし自然産卵できる河川環境

が少ないことに加え、心ない釣り人による乱獲もあってニジマスの生息数は安

定している訳ではなく、地域の団体や有志による放流や C&R などの努力によっ

て辛うじて最低ラインを維持している状況です。従ってニジマスの生息数を維

持し、末永くその釣りを楽しんでいく為には放流活動は必須な状況にあります。	
 

	
 

これまでニジマス放流は釣り人の誘致につながり地域振興の手助けとなって来

たことや、釣りを通じ河川に親しむ人々が増えることで、河川での密漁監視効

果や魚道の滞留物・異常渇水・不法投棄等の異変の報告など、漁業者や地域住

民への利益にもつながります。このような効用ある釣りの楽しみを守るために

も、放流が制限されることになりかねない「北海道生物の多様性の保全等に関

する条例」でのニジマス指定外来種選定に反対するものであります。	
 

	
 

	
 

世話人(50 音順)	
 

扇谷	
 勝	
 	
 	
 	
 小甲	
 芳信	
 	
 佐藤	
 豪	
 	
 	
 	
 佐藤	
 成史	
 	
 佐藤	
 正直	
 

澤田	
 耕治	
 	
 杉坂	
 研治	
 	
 杉坂	
 隆久	
 	
 千葉	
 貴彦	
 	
 中村	
 好行	
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ニジマスの指定外来種選定に反対する請願書 
 

北海道知事殿 
 
北海道におけるニジマスは、1917 年に現さけ・ます資源管理センター千歳支所におい

て孵化されてから 100 年近く養殖業や遊漁で利用されて来ました。近年はその引きの強

さからスポーツフィッシングの対象魚として人気が高く、道内外の多くの釣り人に喜び

を与えているかけがえのない存在です。	
 

	
 

またニジマスによるスポーツフィッシングを観光振興・商店街振興の一環と位置付け、

町おこしにつなげている地域も存在するなど、ニジマスが担って来た社会的役割は多大

です。このように地域資源化したニジマスが、今回制定された「北海道生物の多様性の

保全等に関する条例」において指定外来種に選定されれば、ニジマスを対象としたスポ

ーツフィッシングは衰退し、地域に与える社会的・経済的影響は計り知れません。	
 

	
 

ニジマスは各地で有効利用されている市民権を得た生物として、指定外来種に選定しな

いよう署名を添えて請願致します。	
 

	
 

＜請願内容＞	
 

「北海道生物の多様性の保全等に関する条例」においてニジマスを指定外来種に	
 	
 	
 

選定しないこと。	
 

 
名前	
 住所	
 	
 (同上や〃で略さず、都道府県名からご記入下さい)	
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 



署名の際の注意事項	
 

○	
 署名は全国民を対象としています。	
 

○	
 氏名・住所をボールペン等でご記入下さい。(鉛筆は不可)	
 

○	
 印鑑は不要です。	
 

○	
 苗字・住所が同じ場合でも略式で記入しないで下さい。(「〃」又は「同上」は不可)	
 

○	
 署名用紙不足の場合は、予めコピーいただくか、	
 

http://www.yukisiro.net/nijimasu.pdfからダウンロードして下さい。	
 

	
 

送付先	
 

○	
 ご署名いただいた署名用紙の原本を各世話人又は下記宛に郵送下さい。	
 

	
 

〒088-3332	
 	
 

北海道川上郡弟子屈町札友内	
 

橘	
 利器	
 

	
 

〒041-0832	
 

北海道函館市神山 3 丁目 17-25	
 

三浦	
 幸浩	
 

	
 

送付期限	
 	
 

○	
 平成 26 年 3 月 3 日(月)必着	
 

	
 

○送付費用	
 誠に恐れ入りますが、北海道のニジマスのためにご負担をお願い致します。	
 

 


